




〔目的〕 

小児期運動負荷の定量化と,負荷量と各種生態反応指標の相関を確立し,心疾患児の生活管

理に運動負荷を採り入れる基準設定を目的としている。昭和 55年度の調査研究において,

運動負荷直後の心拍数の減少曲線から循環器予備能を推定できることを報告したが,本年

度は,小児においても心拍数と酸素消費量が平行するか否か,特に負荷中止後の回復過程に

おける両者の相関の状況,ならびに,負荷前,中,後の血圧変動の連続測定による運動と血圧

の相関を検討した。 

本報告では,従来小児では極めて困難視されていた運動時の自動血圧測定の結果について

報告する。 


